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一
昭
和
二
十
八
年
度
の
京
都
府
立
薗
害
舘
(
本
舘
・
市
内
D
三
分
舘
・

地
方
の
六
分
館
)
に
沿
け
る
利
用
者
教
の
総
計
段
、
戦
前
の
本
館
利
用
者

数
の
三
倍
に
及
ん
で
い
る
。
但
し
、
羽
用
者
D
増
加
に
か
か
わ
ら
歩
、
館

官
数
の
増
加
が
寵
略
説
れ
な
い
の
ミ
事
仕
情
動
に
多
く
の
困
難
を
生
じ
，

す
か
ら
月
曜
休
護
費
施
し
た
。
一

一
一
)
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用
紙
刊
本
皇
官
官
内
一
一
一
分
館
)

一
本
手
渡
め
利
用
地
信
組
数
は
、
丘
一
子
一
万
四
千
七
百
四
十
一
名
で
も
咋
存
賢

官
比
し

t
ニ
・
式
叫
パ

I
γ
γ
ト
…
の
減
少
?
あ
る
が
、
月
限
休
館
罫
地

rか
か
瀬
川
ち
ゃ
J

、
れ
叫
時
品
布
教
日
ト
山
へ
警
の
・
な
か
っ
た
事
責
で
い
か
に
園
書
館

柑
用
熱
L

都
高
い
か
濯
抱
知
す

A
T
k都
出
来
る
。
(
昨
年
度
の
一
日
卒
均

時
制
用
者
耗
一
千
十
一
四

γ
、
本
年
一
世
一
千
九
十
七
人
〉

お

一

幽

ト

島
都
十
一
一
信
t
u
(
i最
高

)

一

二

一

九

、

コ

O

一

名

昭

和

二

十

字

年

底

。

-

一

三

五

、

七

四

一

嘉

一

M

一

暗

殺

一

一

寸

品

川

一

年

度

一

二

三

五

、

主

ハ

ハ

2.¥

一
抱
一
一
市
ニ
ナ
屯
.
年
度
J

三
二
一
、
九
九
六
吾
、
ベ

一

昭

和

一

一

千

日

成

年

度

よ

三

O

図

、

七

四

一

容

ノ

?

一

、

莞

貸

出

撃

ハ

貸

出

曹

三

月

、

郡

部

高

空

す

る

活

動

〉

昭
和
二
十
↓
蕊
4

年

度

1

一

二

品

、

逃

七

三

勝

一

昭

和

一

一

世

為

年

度

堕

富

一

Y
笠
間
企
九
冊
一

一

昭

和

二

オ

一

季

年

度

ト

六

一

、

二

八

O

鷲

畷
和
ニ
占
E
K
1
年

度

+

七

七

、

四

四

=

一

切

一
と
れ
ら
の
長
期
貸
出
の
聞
書
は
、
谷
治
む
ね
三
人
の
利
用
者
の
手
を
経

す
扶
況
で
あ
る
か
ら
、
昭
和
二
十

A
年
度
の
長
期
貸
出
利
用
者
数
は
、
約

一
一
十
三
万
人
と
推
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ぜ
ら
れ
る
。
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鎗
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昭
和
二
十
八
年
度
一
末
医
長
け
る
京
都
府
立
園
書
館
の
競
書
冊
数
は
二
十

一
ド
一
万
十
九
時
で
、
本
年
度
中
に
た
け
る
購
久
画
書
六
千
八
百
七
十
冊
、
受

段
園
書
百
四
十
四
冊
、
編
入
受
入
国
書
百
五
十
八
冊
ー
一
社
七
千
百
七
十
二
.

慌
の
増
加
に
卦
し
、
段
損
亡
失
な

E
に
ど
る
除
籍
回
害
車
三
十
一
冊

(
i

ち
台
風
}
十
三
誠
に
工
み
破
損
消
失
な
ど
の
&
の
百
三
十
七
時
段
、
合
本
に

ま
る
敬
量
更
正
減
十
一
一
加
で
あ
っ

τ、
昨
年
度
末
に
比
し
て
、
六
千
百
三

十
冊
の
純
増
で
あ
っ
た
。
議
書
の
内
欝
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、
，
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の
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七
、
一
回
開
架
霊
の
利
用
献
況
、

現
在
、
開
架
さ
れ
た
圏
審
段
、
基
本
国
書
並
却
に
利
胤
頻
度
の
高
い
圏

害
で
あ
O
て
、
新
聞
離
誌
と
共
に
、
一
般
利
用
者
の
自
由
利
用
に
供
ぜ
ら

六三二

E 三つ
%、%%

新文芸
照
懇
箆奇主ー務

炉開同

先」八。言

@九六七
%%%  

れ
宅
い
る
。
開
架
品
川
教
の
内
語
は
、

-

見

室

-

塗

-

、

約

二

千

冊

必

ず

盆

も

宮

-

品

約

二

千

五

石

冊

、

一

般

閲

覧

室

，

-

-

-

約

:
λ
-
予

知

八
、
語
審
相
談
奉
仕
の
亮
費

昭
和
二
十
七
年
十
月
よ
り
本
館
忽
韻
替
相
談
室
を
新
設
し
、
専
任
の
買

番
を
置
い
て
と
れ
に
雷
包
せ
、
開
始
以
来
成
績
を
あ
げ
て
き
た
。
本
年
度

ゆ
相
談
件
教
は
)
万
三
千
百
五
十
七
件
で
あ
っ
て
、
と
の
う
ち
、
口
頭
に

上
る
相
談
が
一
万
五
百
七
十
一
件
、
一
竜
話
に
よ
る
も
の
が
ご
千
四
百
三
一
十

-
件
、
郵
便
に
よ
る
間
合
ぜ
が
百
五
小
五
件
で
あ
っ
て
、
一
日
平
均
五
十

件
の
相
談

ι態
じ
て
い
る
。
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九
、
辞
書
体
目
録
の
探
用
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ね
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旬
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軍
施
中
の
令
類
種
変
L
』
目
録
の
更
新
と
が
一
一
部
で
き
あ

が
っ
た
の
で
、
僻
書
体
白
銀
を
編
成
じ
て
昭
和
二
十
八
年
十
月
二
十
三
日

か
ら
利
用
者
に
提
供
し
た
。
と
れ
ば
、
著
者
名
・
書
名
d

・
件
名
の
三
種
の

自
絡
を
一
括
し

τ、
ア
イ
ウ
ヱ
オ
順
に
排
列
し
た
も
の
で
、
利
用
者
が
思

う
ま
ま
に
、
と
れ
ら
一
三
つ
の
カ
ギ
か
ち
求
め
る
聞
書
を
、
容
易
に
探
し
出

す
と
と
か
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
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り
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V
圃
書
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L
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刷時

十
一
、
分

ハ
一
)
侠
見
分
館
(
昭
和
ニ
千
五
年
二
月
創
設
)

e

一
扶
am地
区
神
崎
岡
崎
本
舘
主
49約
八
粁
を
隔
て
、
分
館
の
負
う
使
命
は
大

き
い
J

現
在
は
、
伏
見
信
用
金
庫
D
二
階
約
六
子
孫
そ
借
用
し
て
い
る
。

本
年
度
の
利
用
者
数
は
コ
一
万
七
千
六
十
名
で
、
そ
mu
八
十
二
パ
ー
セ
ン
ト

は
学
生
で
あ
る
川
扶
見
令
舘
新
築
に
つ
い
℃
は
、
数
年
捕
か
ち
、
地
元
の

要
望
が
観
け
ち
れ
て
来
た
が
、
土
地
を
地
元
寄
附
に
求
め
、
一
課
算
四
百
五

十
万
円
で
、
伏
克
底
瀬
戸
物
町
七
百
四
十
六
番
地
に
木
謹
卒
家
建
百
坪
余

を
建
築
じ
一
、
円
一
千
允
年
六
月
に
段
、
新
館
に
移
縛
の
猿
定
で
あ
る
。

ハ
二
》
河
原
・
町
民
守
舘
(
昭
和
二
十
四
年
六
月
創
設
)

京
都
の
境
華
待
河
原
町
還
に
位
誼
し
、
丸
善
書
底
D
堆
階
約
一
一
一
一
十
坪
を

利
用
し
て
-
W
る
o
，
報
番
は
小
説
と
瞳
筆
と
新
聞
雑
誌
と
に
眠
り
、
そ
の
内

容
も
、
常
rw
新
障
代
謝
を
は
か
つ
℃
い
る
。
競
書
時
数
昨
約
四
千
冊
で
、

完
全
開
架
制
を
ど
っ
℃
い
る
。
席
は
約
五
十
人
分
あ
る
-
が
1

滑
に
満
員
の

盛
況
で
あ
る
ゾ
本
年
膨
中
の
利
用
者
線
数
は
三
方
九
中
百
七
名
で
、
捕
申
生

判
仏
外
の
一
般
札
の
利
潤
一
が
必
ペ
バ
五
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
、
い
る
0

4

(

三
〉
・
上
京
静
諭
ハ
唱
和
二
十
六
年
四
百
創
設
)

上
京
地
区
治
問
鴇
本
館
よ
り
距
離
器
〈
耐
分
館
充
資
D
必
要
を
強
ぐ
感
じ

さ
せ
ら
れ
る
o
‘
現
在
の
保
管
は
紫
郊
合
館
の
二
宮
を
借
用
し
て
閣
瞥
室
と

し
て
い
る
。
議
書
は
ク
ル
ー
ガ
I
丈
庫
と
合
せ
て
約
三
千
三
百
冊
で
あ
る
。

部
屋
む
狭
小
切
だ
山
町
、
減
書
益
ぴ
広
間
宮
席
の
増
加
一
が
出
来
な
い
故
況
で

も
J

一

お

g苦
言

二

万

三

干

七
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三

十

四

季

玄
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パ
阻
u

地
中
島
命
館
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昭
和
ニ
ヂ
茸
年
七
月
峰
山
・
宮
津
・
綾
部
白
三
地
方
分
館
ポ
鷲
足
し
、

昭
和
二
十
七
年
廷
に
園
乱
・
一
北
議
・
木
津
の
一
一
一
地
方
分
館
が
現
試
せ
ら
れ

鐘

吋

売
。
と
れ
ら
の
地
方
分
館
伸
弘
、
地
域
内
の
民
公
民
館
・
婦
人
舎
・
青
年
園
・

そ
の
他
の
文
佑
圏
体
に
暫
し
之
、
一
九
十
時
乃
涯
五
十
冊
の
圏
休
貸
出
〈
期

間
一
一
・
グ
月
〉
を
行
う
も
の
で
あ

Oτ
、
そ
の
利
用
圏
休
教
は
本
年
度
二
千

二
百
一
二
十
国
体
の
多
き
に
上
ゆ
た
J
又
、
そ
の
貸
出
血
山
教
法
七
万
二
百
八

十
六
冊
巳
謹
し
た
o
今
、
そ
の
内
欝
を
一
万
世
ぽ
、
次
の
遁
b-
で
あ
る
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